
３．カテゴリー別 
カテゴリー 前年比 

メンズコスメティックス １００.５％ 

ベ ー ス メ イ ク １００.２％ 

ボ デ ィ ケ ア １００.２％ 

ス キ ン ケ ア ９９.８％ 

ポ イ ン ト メ イ ク ９９.３％ 

ヘ ア ケ ア ・ ヘ ア メ イ ク ９９.１％ 

フ レ グ ラ ン ス ９６.４％ 

 メンズコスメティックス、ベースメイク、ボディケアの３カテゴリーが、微増ながら前年を上回った。メンズコ

スメティックスでは、スカルプケア、メンズフェイスケア、メンズシャンプー・リンスが実績を伸ばした。ベース

メイクでは、メイクアップベースの毛穴対応商品が好調だった。ボディケアでは、ライフスタイル提案型ブランド

が人気を集めた。 

一方、スキンケアは化粧水と美容液、ポイントメイクはリップカラーがそれぞれ実績を落としたこと、ヘアケア・

ヘアメイクはヘアトリートメント以外の不振、フレグランスは並行輸入品に需要を奪われたことなどが、前年を下

回る要因となった。 

 

４．販売形態別 
販売形態 構成比 

カ ウ ン セ リ ン グ ６３.７％ 

セルフセレクション ３６.３％ 

カウンセリングは、ヘアケアやボディケアでライフスタイル提案型ブランドが実績を伸ばしたことなどで、市場

が拡大した。 

セルフセレクションは、高い構成比を占めるインバスヘアケアにおいて需要が詰め替え用へシフトしたことから

単価が下落するなど、消費者の低価格志向によって市場が縮小した。 

 

５．チャネル別 
主なチャネル 構成比 

ド ラ ッ グ ス ト ア ２７.４％ 

量 販 店 １３.３％ 

化粧品店、薬局・薬店 １２.８％ 

通 信 販 売 １０.７％ 

訪 問 販 売 ９.７％ 

百 貨 店 ９.２％ 

ドラッグストアと通信販売が構成比を拡大させた。ドラッグストアは、カウンセリング、セルフセレクション共

に主力チャネルとなっており、消費者の低価格志向から需要を集めた。通信販売は全般的に好調で、中でもスキン

ケアやメンズコスメティックスのスカルプケアが大幅に増加した。 

一方、量販店や化粧品店は、ドラッグストアに需要が流れ実績を落とした。訪問販売は、高価格帯品の拡販や、

サロンへの展開によって業績回復を目指しているが、減少に歯止めがかからなかった。百貨店は、高価格帯のスキ

ンケアとフレグランスが好調だったものの、それ以外のカテゴリーが来客数減少の影響を受け不振だった。 

 

＜消費者トレンド調査＞ 

［調査概要］ 

 調査テーマ：化粧品の市場ニーズ動向 

調査期間：２００９年６月１２日～１５日 

調査対象：メイクアップを持っている２０～４９歳の女性 

調査方法：インターネット調査 

サンプル構成：各年齢層(２０～２４歳、２５～２９歳、３０～３４歳、３５～３９歳、４０～４４歳、４５～

４９歳)８０人、合計４８０人 

 

 

 



１．美容情報の入手先（マルチアンサー） 

 美容情報の入手先を尋ねたところ、「ドラッグストア」が５１.９％でトップとなった。以下、「一般雑誌」が３

５.６％、「化粧品の口コミサイト」が３４.８％、「知人、友人」が３１.７％、「ＴＶ番組」が２９.０％となった。

ドラッグストアは前述したチャネル別販売構成比においても最も高い割合を占めており、化粧品市場における存在

感の高さが伺える。 

年代別に見ると、「ドラッグストア」はいずれの年代でもトップ回答であった。２０代前半で「ドラッグストア」

が６６.３％、２０代後半で「化粧品の口コミサイト」が４５.０％と、他年代に比べ高い結果となった。 

 

２．スキンケア、メイクアップの購入金額の変化（シングルアンサー） 

 ２００８年秋以降の景気後退の中、この１年間でスキンケア、メイクアップの購入金額の変化の有無を尋ねたと

ころ「変化なし」がトップで、スキンケアでは５６.３％、メイクアップでは６０.０％となった。「かなり増えた」

と「やや増えた」の合計がスキンケアでは１７.９％、メイクアップでは９.３％、一方、「かなり減った」と「や

や減った」の合計がスキンケアでは２５.９％、メイクアップでは３０.６％となった。スキンケア、メイクアップ

とも購入金額の減少した人数が増加した人数を上回り、景気後退は購買行動にも影響を与えていることが伺える。

また、スキンケアよりもメイクアップの方がその影響は大きいと言える。 

 年代別に見ると、スキンケア、メイクアップ共に２０代前半が他の年代よりも「やや増えた」「かなり増えた」

の割合が高い結果となった。 

 

以上 

 

＜調査対象＞ 

スキンケア、フレグランス、ヘアケア・ヘアメイク、メンズコスメティックス、ベースメイク、ポイントメイク、

ボディケアの全７カテゴリー 

 

＜調査方法＞ 

富士経済専門調査員による調査対象企業及び関連企業・団体等へのヒアリング調査 

 

＜調査期間＞ 

２００９年５月～６月 
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